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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 3,075 △8.9 277 △66.9 44 △88.6 △121 ―

29年3月期第1四半期 3,377 13.3 838 77.8 390 39.3 692 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　△78百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　1,037百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 △3.19 ―

29年3月期第1四半期 18.11 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 62,723 9,247 14.7

29年3月期 63,545 9,554 15.0

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 9,247百万円 29年3月期 9,554百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 6.00 6.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,300 △5.7 900 △42.9 400 △55.6 800 △21.5 209.21

通期 12,300 △6.1 1,900 △15.9 1,000 △24.9 1,200 64.7 313.81

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施する予定であります。平成30年3月期の連結業績予想におけ
る1株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」を
ご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 38,250,000 株 29年3月期 38,250,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 10,670 株 29年3月期 10,670 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 38,239,330 株 29年3月期1Q 38,240,307 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。

（株式併合後の連結業績予想について）

　当社は、平成29年6月29日開催の第87回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株に
つき1株の割合で株式併合を実施する予定であります。なお、株式併合考慮前に換算した平成30年3月期の連結業績予想は以下のとおりとなります。

　平成30年3月期の連結業績予想

　　　1株当たり当期純利益　　第２四半期（累計）　20円92銭　　通期　31円38銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

当第 1 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益や堅調な雇用・所得情勢

を背景に、設備投資や個人消費が底堅く推移するなど、緩やかな回復が続きました。海外では、

個人消費に牽引され米国経済が緩やかに回復するとともに、中国でも政府の下支えを受けて景

気に持ち直しの動きがみられた一方、米トランプ政権の動向や中東・東アジアの地政学的リス

クなど、景気の先行き不透明感も残る状況です。

海運市況は、大型原油船（ＶＬＣＣ）につきましては、期首に長距離航路になる西アフリカ

積み中国向けの成約があり、船腹需給を引き締め WS70 台まで上昇しましたが、各国製油所の定

期修理により市況が低調に推移する時期であることに加え、ＯＰＥＣの協調減産などで輸送需

要が減退している他、新造船が流入する一方で解撤が非常に少なく、船腹供給圧力が強いこと

が要因となって市況を押し下げ、５月以降は WS50 台で推移しました。また、石油製品船（ＬＲ

２やＭＲ）や大型ＬＰＧ船（ＶＬＧＣ）も新造船の供給圧力が継続したことから、第１四半期

を通じて市況は低迷いたしました。ばら積船につきましても、船腹供給過剰により市況は低迷

いたしました。 

こうした経営環境の中、当社グループは大型タンカーを中心とする長期貸船契約を主体に安

定した経営を目指しており、また、各船の運航効率の向上と諸経費の節減にも全社を挙げて努

めております。当期においては、４月にＶＬＧＣ“LEGEND PRESTIGE”が竣工したほか、６月に

は新たにＶＬＣＣ１隻の取得契約を締結（平成 31 年 10～12月竣工予定）するなど、船隊構成

の整備・拡充に取り組んでまいりました。

なお、ＶＬＣＣ“TAIZAN”の譲渡につきましては、平成 29 年 7 月 10 日付「固定資産の譲渡

および特別利益発生に関するお知らせ」にて公表しておりますとおり、第２四半期に譲渡益を計

上する見込みです。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は以下のとおりとなりました。 

海運業収益は本年 4 月に竣工した上記ＶＬＧＣが稼働しましたが、TAIZAN の不稼働と為替の

影響等により 30 億７千５百万円（前年同四半期比３億２百万円減）となりました。営業利益は

海運業収益が減少したのに加え、上記ＶＬＧＣが竣工したこと、TAIZAN の滞船などにより船費

が増加したため２億７千７百万円（前年同四半期比５億６千万円減）、経常利益は４千４百万円

（前年同四半期比３億４千５百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億２千１百万

円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益６億９千２百万円）となりました。 

(２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べて８億２千２百万円減少

し 627億２千３百万円となりました。流動資産は、前連結会計年度末海運業未払金、未払法人税
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等の支払い等により現金及び預金が減少したことなどにより 40 億１千６百万円（前連結会計年

度末比 11 億９千４百万円減）となりました。固定資産は、新造船の竣工により船舶が増加した

ことなどにより 587億６百万円（前連結会計年度末比３億７千１百万円増）となりました。 

負債の部は、新造船の竣工により借入金は増加しましたが、海運業未払金、未払法人税等の各

種未払金が減少したため 534 億７千５百万円（前連結会計年度末比５億１千４百万円減）となり

ました。 

純資産の部は、利益剰余金が減少したことなどにより前連結会計年度末に比べて３億７百万円

減少し 92億４千７百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 29 年５月 12 日の「平成 29年３月期 決算短信〔日本基

準〕（連結）」で公表いたしました第２四半期連結累計期間および通期の業績予想に変更はありま

せん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,327,257 3,221,815 

海運業未収金 8,359 73 

立替金 15,247 25,376 

貯蔵品 231,854 245,209 

繰延及び前払費用 27,873 28,436 

繰延税金資産 127,953 156,168 

その他流動資産 472,251 339,423 

流動資産合計 5,210,798 4,016,503 

固定資産    

有形固定資産    

船舶（純額） 49,426,533 56,213,156 

建物（純額） 19,422 18,945 

土地 47,971 47,971 

建設仮勘定 8,062,112 1,670,108 

その他有形固定資産（純額） 13,177 12,838 

有形固定資産合計 57,569,217 57,963,020 

無形固定資産 16,949 15,343 

投資その他の資産    

投資有価証券 635,830 617,213 

その他長期資産 113,628 111,654 

貸倒引当金 △730 △730 

投資その他の資産合計 748,729 728,138 

固定資産合計 58,334,896 58,706,501 

資産合計 63,545,695 62,723,005 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

海運業未払金 597,749 302,995 

短期借入金 8,359,495 8,264,523 

未払費用 66,850 84,498 

未払法人税等 542,703 141,433 

賞与引当金 50,350 12,182 

役員賞与引当金 9,769 － 

その他流動負債 1,153,368 1,284,047 

流動負債合計 10,780,286 10,089,681 

固定負債    

長期借入金 40,174,483 40,593,134 

特別修繕引当金 948,095 765,863 

退職給付に係る負債 239,408 214,474 

繰延税金負債 348,280 414,803 

その他固定負債 1,500,387 1,398,015 

固定負債合計 43,210,656 43,386,291 

負債合計 53,990,943 53,475,972 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,850,000 2,850,000 

資本剰余金 518,694 518,694 

利益剰余金 7,036,140 6,684,875 

自己株式 △2,919 △2,919 

株主資本合計 10,401,915 10,050,650 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 175,718 162,801 

繰延ヘッジ損益 △1,022,881 △966,419 

その他の包括利益累計額合計 △847,163 △803,617 

純資産合計 9,554,752 9,247,032 

負債純資産合計 63,545,695 62,723,005 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

海運業収益 3,377,651 3,075,370 

海運業費用 2,346,556 2,602,994 

海運業利益 1,031,094 472,376 

一般管理費 192,670 194,771 

営業利益 838,424 277,604 

営業外収益    

受取利息及び配当金 8,685 10,480 

デリバティブ評価益 7,538 12,314 

その他営業外収益 10,020 3,252 

営業外収益合計 26,244 26,046 

営業外費用    

支払利息 262,387 239,565 

為替差損 209,274 492 

その他営業外費用 2,820 19,235 

営業外費用合計 474,483 259,293 

経常利益 390,185 44,356 

税金等調整前四半期純利益 390,185 44,356 

法人税等 △302,443 166,185 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 692,628 △121,829 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
692,628 △121,829 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 692,628 △121,829 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,884 △12,916 

繰延ヘッジ損益 331,126 56,462 

その他の包括利益合計 345,010 43,545 

四半期包括利益 1,037,639 △78,283 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,037,639 △78,283 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

 （税金費用の計算） 

  税金費用については、第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用

を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法に

よっております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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